
5134 久楽
くらーく
の世界の旅：ソレント半島・出発の朝 ② 

 

早朝、早いのは、久楽だけではない。すでに、賑やかな朝が始まっている。 

住⼈になったような気分で、街を散策。この時間帯の気づきや発⾒のメモ、数々の画像記録。 

帰国後の楽しみの⼀つ。先⼿で、ジェスチャーや、朝の挨拶。 

若い警官だと思うが、あまりの、⼈なつっこさに、少し緊張気味だったが、 

その後、笑顔で、観光案内所を教えてもらい、資料を⼊⼿。 

 

 

 

 

 

   

 



   

 

 

 

 

その後、朝⾷を楽しみ、⾞上の⼈となった。ご覧のような道路状況。 

道路のインフラが、今⼀つの状況、ディボット（⽳）もある。その後、パンクにも遭遇。 

⽬⽴たない、⼩型⾞を選択して正解だった。 

 

 

   


